
令和元年
台風第１9号に関する説明会

京都地方気象台

この資料は、10月10日14時開催の説明会時点の資料です。その時点の予想に基づいて
作成したものですので、最新の気象情報は、気象台ホームページから確認ください。

令和元年１０月１０日



10日12時大型で猛烈な台風第19号は、今後日本の南を北北西に進み、
次第に進路を北東に変えて、非常に強い勢力を保ったまま、12日に西日
本に接近する見込み。

台風は、京都府に12日午後に最も接近する見込み。12日は台風を取り
巻く発達した雨雲がかかり、非常に激しい雨が降り大雨となるおそれが
ある。雨のピークは、12日午後になる見込み。

台風の接近とともに、11日夜のはじめ頃から北よりの風が強まり、12
日午後は昨年の台風第21号に匹敵する、非常に強い風が吹くおそれがあ
る。海上では12日午後から13日は、大しけとなる見込み。

台風の接近と大潮の時期が重なるため、12日から13日は高潮のおそれ
がある。

暴風、高波、浸水害、土砂災害、河川の増水や氾濫に警戒。

高潮、落雷、突風に注意。

台風第１9号の進路と影響のポイント

常に最新の気象情報をご利用ください。



10日9時の気圧配置と台風第19号の実況

気象衛星画像 10月10日09時

台風第19号に伴
う発達した雲域

地上天気図 10月10日09時

10日12時現在、大型で猛烈な台風第19号は、日本の南を１時間におよそ20キロ
の速さで北に進んでいる。
台風周辺の広い範囲に発達した雨雲が見られる。



凡例

• 12日にかけて日本の南を北北西に進み、その後次第に進路を北東に変え
て、 非常に強い勢力を保ったまま西日本に接近するおそれがある。

• 京都府には、12日午後に最も接近する見込み。

台風の中心が予報円に入る確率は70%です。 暴風域に入る確率(分布予報）

10日12時現在の進路予想（予報円の中心を通った場合）
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台風第１9号による京都府への影響の見通し
京都地方気象台 (2019年10月10日14時現在)

舞鶴の潮位
注意報、警報の発表のタイミングは、注意報級、警報級の
現象となる３～６時間前となる。
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台風第19号は、12日午後に京都府に最も接
近する見込み。12日午後は、台風が進路予想
の西側を進んだ場合は暴風域に入る可能性が
ある。
■雨
11日夜遅くには台風の外側の雲域がかかり、

雨が降る見込み。
12日午後は台風本体や周辺の発達した雨雲に
より、雷を伴って非常に激しく降るおそれ。
■風

11日夜のはじめ頃から北よりの風が強まり、
12日午後は陸上、海上ともに非常に強い風の
吹くおそれがある。昨年の台風第21号に匹敵
する暴風となる可能性がある。
■波

12日は次第に波が高くなり、12日午後から
13日は大しけとなる見込み。
■高潮

大潮に近づく時期となり、12日から13日は
注意報級の高潮となる見込み。台風接近のタ
イミングや勢力によっては警報級の可能性も
ある。

防災事項

暴風、高波、浸水害、土砂災害、河川の増水や氾
濫に警戒。高潮、落雷、突風に注意。

最新の台風情報等に留意してください。
本資料に関する気象台への問い合わせ先 075-841-3008
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非常に激しい雨
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暴風が実際に吹き始めてからでは、屋外での行動は命に危険が
及びます。
特に土砂災害や洪水、高潮のおそれがある区域では、
風雨が強まる前の早めのタイミングで対応をとることが重要です。
風雨が強まるタイミングは、市町村毎に発表される警報・注意報
で確認することができます。

※ 平均風速は10分間の平均、瞬間風速は3秒間の平均です。

※ 人や物への影響は日本風工学会の「瞬間風速と人や街の様子との関係」を参考に作成しています。

※ 詳細は気象庁ホームページを御確認ください。（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/amekaze/amekaze_index.html）

暴風による災害への備え

※内閣府政府広報オンラインより。



命に危険が及ぶおそれがある場所

ハザードマップ等により、土砂災害警戒区域や浸水想定区域等の命に危険が及ぶおそれがある場所をあらかじめ確認しましょう。
土砂災害・浸水害・洪水災害の危険度がどこで高まる予測となっているかを「危険度分布」の地図で確認することができます。
大雨により命に危険が及ぶおそれがある場所では、風雨が強まる前の早めのタイミングで対応をとることが重要です。風雨が
強まるタイミングは、市町村毎に発表される警報・注意報で確認することができます。

危険度分布

土砂災害

浸水害

洪水災害

災害の例

大雨による災害への備え

土砂災害警戒区域等

住宅の地下室や道路のアンダーパス等

浸水想定区域や山間部を流れる中小河川沿い等

１時間先までの予測

２時間先までの予測

３時間先までの予測



高波・高潮による災害への備え
台風の接近に伴い、沿岸では命に危険を及ぼすような高波や高潮のおそれがあります。特に、高潮で潮位が高くなって
いる時は、普段は波が来ないようなところまで波が押し寄せる事があります。むやみに海岸には近付かないでください。
高波や高潮に警戒が必要なタイミングは、市町村毎に発表される警報・注意報で確認することができます。
暴風が実際に吹き始めてからでは、屋外での行動は命に危険が及ぶため、特に高潮時に浸水のおそれがあ
る区域では、風雨が強まる前のタイミングで対応をとることが重要です。

（平成16年台風第18号）

波浪・高潮注意報等で今後の推移について確認

予想潮位(高潮の高さ)

〇〇市

予想される波の高さ

※潮位が上昇する前に強い風が吹く予想

※高潮や高潮と重なり合った
高波による浸水に警戒

兵庫県芦屋市涼風町
海岸堤防を越えて流入する海水
写真：芦屋市提供

兵庫県芦屋市涼風町
住宅地の浸水
写真：芦屋市提供

高潮時に浸水のおそれがある区域

高波や高潮による
災害の事例



2019年10月10日現在
T1821号での観測値


